
2014年3月2日（日），今年度の成果報告会が猪苗代町（猪苗代町体験交流館「学びいなホール」）にて 
開催されました（今回も「裏磐梯の湖沼環境を考える会議」と合同開催）。 
猪苗代や裏磐梯で活動されている地域の方々を中心に，学外から41名 
の参加者がありました。16題の口頭発表と9題のポスター発表が行われ， 
特にポスター発表は活発な意見交換が行われ，盛り上がりました。 
　参加された地元の方々からは，研究成果の地域へのさらなる還元， 
一般の参加者にも理解できるプレゼンテーションの工夫，年に１回の 
成果報告に加えて，研究成果の定期的な情報発信など，プロジェクトへ 
の要望が多数寄せられました。来年度はプロジェクトも折り返しとなる3年 
目を迎えます。過去からの変遷と将来の予測を視野に入れ，個々の 
調査研究を継続・発展させつつも，相互の連携をより強めた活動を 
推進していきたいと思います。人物が小さくて申し訳ありませんが，成果 
報告会の様子を簡単に紹介します。 

「猪苗代平野における地下水流動の	
  
予察的シミュレーション解析」	
  

佐藤真一（芝崎研）	


「福島県猪苗代湖の湖底堆積物（INW2012）	
  
コア試料の層序と産出する珪藻化石の特徴」	
  

廣瀬孝太郎	


「安達太良山西方に分布する酸川ラハール	
  
堆積物の地質学的特徴と成因」	
  

神野成美（永橋研）	


「猪苗代湖2013年ピストンコアの岩相層序	
  
からみたラハール堆積物の供給源」	
  

長橋良隆	




「福島県裏磐梯地域におけるオオシマトビケラ	
  
の生活史（昆虫綱：トビケラ目）」	
  

大平　創（塘研）	


「喜多方市街地における地下水流動	
  
及び地下水温分布の解析」	
  
金子翔平（芝崎研）	


「裏磐梯湖沼群北部流域における	
  
水質の空間分布解析」	
  
神内亮太（川越研）	


「磐梯山とその周辺地域の地下水，	
  
湧水の滞留時間の推定」	
  

藪崎志保	


ポスター発表は，昼休み時間中にコアタイム（12:30-­‐13:00）が設定されましたが，９名の発表	
  
者：藤元大季（横尾研），廣瀬将也（横尾研），横山和郎（渡邊研），佐々木寛太（川越研），	
  
井上浩太（川越研），大山由美子（難波研），野田真優子（難波研），志賀澄歌（塘研），猪瀬	
  
礼璃菜（黒沢研）は事前にステージ上から，自分の研究内容の紹介など，ポスターの見所を	
  
１分間でPRしました。	


猪苗代湖，桧原湖に出現する大腸菌群の	
  
lacZ遺伝子によるグループ分けとそれらの分布」	
  

野田真優子（難波研）	


「阿賀野川流域における積雪分布特性の検討」	
  
井上浩太（川越研）	




「裏磐梯地域におけるエコツーリズムの	
  
現状と問題点に関する研究」	
  
三部和哉（川﨑研）	
  

「裏磐梯の来訪者の特性把握に向けた	
  
試行的調査の結果」	
  

川﨑興太・三部和哉（発表者：三部和哉）	


「福島県と長野県の山岳域に生息する	
  
アザミウマ亜科の未記載種の遺伝的多様性」	
  

木目澤友梨恵（塘研）	


「DNAから探る葉を失ったイチヤクソウの正体」	
  
首藤光太郎（黒沢研）	


「シロヤナギ林や湿地の広がる	
  
休暇村裏磐梯の植物相」	
  

桑島和斗・首藤光太郎・兼子伸吾・	
  
黒沢高秀（発表者：黒沢高秀）	


「福島県裏磐梯地域の池沼に生息する	
  
ヒメシロカゲロウ属の一種	
  

（カゲロウ目：ヒメシロカゲロウ科）」	
  
増淵翔太（塘研）	


「福島県裏磐梯地域の地表徘徊性昆虫相」	
  
緒勝祐太郎（塘研）	




口頭発表は素晴らしい会場で実施されました。	


恒例の福島大学関係者による記念撮影。インフルエンザ等で４名が欠席でしたが，昨年度よりも多い53名が参加しました。	


ポスター会場では活発な意見交換など，ディスカッションは大いに盛り上がりました。	



